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校
札
の
康

棄 曾
て
は
不

思
議
の
一

識
與
の
照

會 ポ
ス
ト
設

立
年
月
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今
般
本
校
中
門
西
側
に
ポ
ス
ト
設
置
候
一
一
付
今
後
寮
生
ノ
書
状
各
自
該
ポ
ス
ト
’
一
投
函
ス
ル
ヘ
シ

の
記
録
が
遣
っ
て
ゐ
る
。
在
寮
生
は
、
二
十
一
一
年
移
蒋
以
來
、
既
に
満
十
箇
年
の
長
い
間
、
不
便
を
忍
ん
で
來
仁
わ
け
で
あ
る
。

七
カ
ッ
タ
ー
來
る

明
治
二
十
八
年
を
以
て
端
艇
會
の
成
立
を
見
た
本
校
に
は
、
翌
一
一
十
九
年
の
早
春
、
新
艇
の
進
水
式
も
行
は
れ
、
’
’
’
十
年
の
春
に

は
、
第
一
一
同
の
端
艇
倉
が
暴
行
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
三
十
年
、
本
校
は
、
佐
世
保
鎮
守
府
よ
り
、
日
清
戦
争
の
戦
利
品
た
る
十
餘
艘

を
官
公
私
立
の
學
校
に
譲
與
す
べ
き
由
を
聞
き
、
鎭
遠
銃
艦
載
の
カ
ッ
タ
ー
ニ
艘
を
譲
受
け
た
。
そ
の
経
緯
は
か
う
で
あ
る
。
本
校

長
は
、
六
月
十
二
日
付
を
以
て
、
該
鎮
守
府
長
官
宛
、
左
の
如
き
照
會
を
爲
し
た
。

十
四
榛
パ
ー
ヂ

｜
艘
（
長
三
十
一
一
一
尺
幅
八
尺
五
寸
）
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り
生
徒
宛
掲
示
し
た
も
の
に
、

年
数
を
経
過
し
て
ゐ
た
答
で
は
あ
る
が
・
改
祷
後
僅
に
三
年
に
し
て
朽
歴
す
る
も
Ｃ
だ
ら
う
か
。
掲
げ
て
置
い
た
校
札
は
⑪
麿
棄
前

の
も
の
と
も
老
へ
ら
れ
ず
、
且
そ
の
後
に
入
學
し
た
人
々
の
中
に
峰
懸
け
て
あ
っ
た
や
う
に
も
記
憶
す
る
と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、

麿
止
は
取
替
の
意
味
た
ら
う
か
。
新
調
の
記
録
も
な
く
、
依
然
と
し
て
不
可
解
で
あ
る
。
嶌
眞
の
裏
に
は
、
正
門
よ
り
教
室
を
望
む

と
書
い
て
あ
る
が
、
門
内
の
襖
も
見
え
な
い
の
は
、
樫
の
樹
は
そ
の
後
に
植
付
け
士
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
工
事

部
も
な
か
っ
た
頃
な
の
で
、
今
と
異
っ
て
、
正
門
の
前
よ
り
元
分
に
撮
影
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
見
え
る
。

中
門
外
の
西
側
に
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
郵
便
ポ
ス
ト
も
、
そ
の
頃
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
二
年
一
一
一
月
九
日
、
生
徒
課
よ

六
門
札
と
ボ
ス
Ｌ

漱
石
の
所
謂
「
い
か
め
し
き
門
を
這
れ
ば
蕎
麥
の
花
」
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ポ
ス
ト
設
立

世

の
堂
々
た
る
正
門
を
這
入
っ
て
や
同
じ
く
漱
石
の
「
粟
み
の
る
畑
を
借
し

て
敷
地
な
り
」
の
校
舎
に
向
っ
て
進
み
、
右
に
東
光
原
、
左
に
プ
ー

ル
と
檜
の
森
と
に
挾
ま
れ
て
ゐ
る
道
を
通
っ
て
、
禰
酒
た
る
中
門
と

東
西
に
通
用
門
も
開
い
て
ゐ
る
の
に
、
そ
の
何
れ
に
も
校
札
を
懸
け

な
い
こ
と
も
、
本
校
特
徴
の
一
つ
で
、
曾
て
は
七
不
思
議
の
一
つ
に

中
数
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
際
そ
の
由
来

門
を
明
か
に
し
て
置
き
た
い
と
、
色
々
調
査
し
て
見
た
が
、
古
城
時
代

外

や
第
五
高
等
中
學
校
時
代
に
懸
け
て
あ
っ
た
か
否
か
は
判
然
し
な

のポ
い
。
然
る
に
改
孵
後
一
時
は
確
か
に
懸
け
て
あ
つ
だ
こ
と
か
、
嶌
眞

ス
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
記
録
を
案
ず
る
に
、
’
’
’
十
年
七
月
十
日
の
起

卜
案
に
は
、
次
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

校
札
ハ
最
早
朽
艤
｜
｜
付
今
般
夏
期
休
業
ト
共
一
一
御
慶
止
相
成
候
テ

可
然
哉
此
段
相
伺
候
也

右
の
起
案
は
、
即
日
許
可
を
得
、
十
一
日
を
期
し
て
遂
に
魔
棄
し
て

了
っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
文
中
朽
歴
云
々
と
あ
れ
ば
、
相
當
の
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概
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て
漕
い
で
来
た
も
の
で
、
所
載
の
嶌
眞
は
、
當
時
の
本
校
生
徒
の
一
人
た
る
永
村
清
氏
の
寄
贈
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
旅
順
・
大
連
の
二
艘
は
、
そ
の
後
永
く
異
様
を
江
津
湖
上
に
留
め
、
ボ
ー
ト
・
レ
ー
ス
の
際
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
が
、
何
時
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
了
っ
た
。
や
が
て
そ
の
こ
と
が
時
折
生
徒
間
の
噂
に
上
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
は
か
ら

ず
も
大
正
一
一
年
度
寵
南
會
新
委
員
選
學
場
裡
に
於
て
表
面
化
し
て
、
大
問
題
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
の
消
息

を
漏
す
こ
と
は
、
色
々
の
方
面
に
差
障
り
も
あ
る
の
で
、
同
年
一
一
一
月
十
五
日
發
行
の
第
百
四
十
九
號
所
載
「
龍
南
の
春
は
未
だ
來
ら

ず
」
「
吾
人
の
見
た
ろ
端
艇
事
件
」
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

八
私
的
の
諸
會

本
校
部
の
龍
南
會
、
醤
學
部
の
研
矯
會
、
工
學
部
の
エ
友
會
を
公
的
の
も
の
と
す
れ
ば
、
此
等
に
對
す
る
私
的
の
も
の
と
し
て
、

龍
南
會
成
立
の
過
程
た
る
金
蘭
會
・
研
志
會
・
盤
創
會
・
土
曜
會
や
、
九
州
史
談
會
・
中
堅
會
等
に
就
い
て
は
醜
に
記
し
た
。
而
し

て
歴
史
に
於
て
古
く
．
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
も
の
仁
は
、
熊
本
高
等
學
校
基
督
教
育
年
會
（
｜
名
花
陵
會
、
後
、
第
五
高
等
學
校
青

年
會
花
陵
會
と
改
む
）
と
、
大
日
本
佛
教
青
年
會
熊
本
支
部
（
後
の
五
高
佛
教
育
年
會
）
と
が
あ
る
。
そ
の
外
、
硯
友
會
・
有
絡
會

・
紫
漠
吟
肚
・
紅
葉
會
。
少
詩
會
。
黍
東
會
・
白
雨
會
・
二
葉
會
・
青
柳
會
・
龍
南
短
歌
會
・
白
路
社
・
砒
會
科
學
研
究
會
・
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
會
。
東
光
會
・
童
話
會
・
科
學
同
好
會
・
映
霞
同
好
會
・
哲
學
研
究
會
・
誉
籠
献
・
吟
詠
會
・
洗
心
會
等
、
数
へ
来
れ
ば

流
石
に
五
十
年
の
間
に
は
、
時
代
と
好
尚
と
に
従
っ
て
、
色
々
の
會
が
生
滅
隆
替
し
た
。
而
し
て
之
が
調
査
研
究
は
、
龍
南
精
赫
運

動
史
上
か
ら
見
て
も
、
相
當
興
味
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
凡
て
を
網
羅
詳
述
す
る
こ
と
は
、
本
書
編
纂
の
第
一
義
と
す
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
龍
南
會
雑
誌
を
通
覧
す
る
間
に
見
出
し
た
も
の
の
中
、
特
色
あ
る
も
の
の
み
に
就
い
て
、
略
記
す
る
こ
と
に
し
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遺

八
榛
ギ
グ

一
艘
（
長
三
十
尺
幅
六
尺
玉
寸
）

右
貴
府
收
容
端
艇
本
校
生
徒
操
艇
術
練
智
之
爲
〆
備
些
度
候
一
一
付
御
差
支
無
之
候
ハ

正
確
に
記
せ
ば
、
、
ハ
ー
ヂ
の
方
は
、
長
さ
一
一
一
十
四
灰
四
吋
、
槁
八
沢
四
吋
、
深
き
四
源

？

(順旅は後、連大は前＞-ダッカの上湖藍

二
候
一
一
付
御
差
支
無
之
候
ハ
、
御
讓
與
相
成
度
此
段
及
御
照
會
候
也

幅
八
沢
四
吋
、
深
き
四
呪
八
吋
、
積
量
一
千
立
方
呪
張
、
オ
レ
ゴ
ン
。

、
ハ
ィ
ン
製
、
ギ
グ
の
方
は
、
長
さ
一
一
一
十
一
呪
、
幅
六
沢
十
吋
、
深
さ
一
一
一

沢
一
一
吋
、
（
積
量
不
明
）
、
テ
ィ
ク
材
製
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
希
望

は
達
せ
ら
れ
た
が
、
パ
ー
ヂ
の
方
は
、
帆
そ
の
他
調
製
す
る
必
要
が
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
製
式
等
不
明
に
付
、
廻
航
の
篤
佐
世
保
に
滞
留
中

の
生
徒
富
田
定
箒
・
吉
田
久
太
郎
両
人
へ
指
圖
を
乞
ふ
旨
の
依
頼
状
を

出
し
、
七
月
末
ま
で
に
佐
世
保
町
字
濱
田
町
海
岸
通
船
繋
留
場
に
於
て

修
理
を
施
し
、
前
者
に
は
旅
順
、
後
者
に
は
大
連
と
命
名
、
八
月
一
一
日
、

｜
旦
百
貫
港
に
廻
遥
の
上
、
］
｜
｜
日
、
百
貨
港
を
發
し
、
四
日
、
無
事
江

津
湖
に
安
着
し
た
。
廻
漕
の
際
妃
は
、
握
飯
一
一
髄
、
菓
子
類
四
箱
、
梨

及
び
鶏
卵
数
十
箇
、
寶
丹
數
袋
、
飲
料
水
十
餘
瓶
、
照
前
燈
四
箇
・
蝋
燭

數
斤
等
を
傭
へ
、
本
校
生
徒
十
六
名
の
外
、
元
本
校
生
徒
一
名
、
商
船

學
校
生
徒
一
一
名
、
攻
玉
祗
生
徒
一
名
、
濟
々
曇
生
徒
玉
名
、
數
學
院
及

び
鵬
翼
含
生
徒
五
名
、
凡
て
三
十
名
の
青
年
が
、
非
常
な
る
意
氣
込
を
以
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